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報

告

言

語

昭
和
七
年
八
月
提
出
)

一
踊
島
測
候
所
報
告
(
同
所
技
手
柳
谷
喜
太
郎
調
査
)

昭
和
六
年
八
月
報
告
の
も
の
は
主
に
奮
噴
火
口
及
そ
の
附
迩
の
股
況
を
報
告
し
た
も
の
で
、
新
噴
火
口
却
ち
明
治
二
十

一
年
七
月
十
五
日
の
も
の
に
就
い
て
は
詳
述
し
な
か
っ
た
故
、
昭
和
七
年
八
月
七
、
八
雨
日
此
の
方
面
調
査
の
た
め
登
山
、

乙
の
股
況
を
纏
め
た
も
を
第
二
報
と
し
た
。

噴
火
壁
の
現
股

此
の
噴
火
口
は
第
一
報
で
も
述
べ
た
様
に
小
磐
梯
の
大
部
、
櫛
ケ
峰
の
宇
廓
及
此
の
二
つ
を
逗
ら
ね
る
鞍
波
部
の
全
部

を
含
ひ
も
の
で
、
南
壁
は
奮
噴
火
壁

K
援
し
西
壁
は
小
磐
梯
の
東
一
角
よ

b
成

b
、
・
一
束
壁
は
櫛
ケ
峰
の
西
学
廓
を
占
め
北

は
泥
山
石
流
出
道
に
緩

3
速
く
槍
原
湖
、
小
野
川
湖
、
吾
妻
湖
方
面
に
向
つ
℃
傾
川
科
し
た
所
謂
馬
眠
仰
の
形
を
有
し
て
居
る
が

噴
火
口
と
も
見
ら
る
L
界
は
北
方
で
恐
ら
く
海
抜
一

O
八
八
米
で
一
不
す
、
沼
の
北
部
迄
を
占
め
た
以
南
一
帯
で
あ
ら
う
。

然
し
乙
の
噴
火
型
式
は
破
裂
噴
火
で
周
固
に
溶
岩
流
出
が
殆
ん
い
ζ

な
か
っ
た
殺
に
、
恐
ら
く
大
同
一
冗
年
及
そ
れ
以
前
の

噴
火
も
多
く
、
此
の
式
の
爆
援
を
な
し
た
ら
し
く
.
多
分
蛍
時
の
噴
出
物
の
堆
積
し
た
も
の
が
新
噴
火
壁
と
な
っ
て
居
る

も
の
で
あ
ら
う
、
従
て
之
の
周
壁
も
多
く
は
流
出
溶
岩
質
で
な
く
飛
散
し
た
火
山
岩
、
火
山
弾
、
火
山
礁
、
火
山
友
の
堆



積
に
よ
る
脆
ろ
い
地
質
を
な
し
て
居
る
し
風
化
、
浸
蝕
、
崩
壊
に
よ
る
破
壊
作
用
は
震
に
大
主
く
殆
ん
ど
杢
墜
に
亙
っ
て

。、 J

起
一
白

?
L
し
め
る
と
と
は
特
に
注
意
芯
れ
る
。

ニ
ニ
九



二
三

O

例
へ
ば
昨
年
六
月
二
十
六
日
長
雨
の
た
め
櫛
ケ
峰
の
中
腹
に
嘗
る
一
帯
、
が
大
一
音
響
ζ

共
に
崩
壊
し
、
地
元
村
民
ど
し
℃

磐
梯
鳴
動
等
と
不
安
に
陥
ら
せ
た
乙
と
も
あ
b
、
又
七
日
夜
噴
火
底
内
噴
火
温
泉
に
投
宿
し
た
夜
、

一
時
並
程
度
の
降
雨

の
た
め
も
あ
ら
う
が
土
塊
崩
壊
の
響
主
、
小
川
に
押
出
3
れ
る
石
塊
の
一
音
等
皮
々
で
あ
っ
た
。

登
山
道
と
し
て
嘗
噴
火
口
沼
之
卒
(
第
一
報
参
照
)
を
過
ぎ
稲
t

念
な
岩
石
道
を
登
ぼ
b
つ
め
た
所
は
新
噴
火
壁
の
南
側

で
以
前
の
小
磐
梯
と
櫛
ケ
峰
略
t
中
部
鞍
放
問
の
南
側
を
占
め
、
東
西
雨
壁
に
比
べ
る
と
可
成
b
低
く
、
な
っ
て
居
る
が
登

山
道
化
接
す
る
、
だ
け
最
も
注
意
当
れ
る
所
で
あ
る
、
そ
の
壁
は
上
方
で
多
く
火
山
友
質
で
所
々
岩
石
を
混
じ
下
方
で
は
岩

石
の
問
を
火
山
友
の
理
会
は
せ
た
地
質
で
あ
る
が
後
に
迅
ぺ
る
噴
煙
の
箇
所
(
寝
異
第
三
)
よ
b
下
は
崩
壊
岩
石
で
埋
立
て

ら
れ
噴
火
湯
(
地
固
参
照
)
附
近
迄
岩
石
傾
斜
帯
と
な

b
噴
火
縁
よ

b
底
に
通
ず
る
遁
路
の
一
部
分
と
な
っ
て
居
る
が
相
静
岡

険
し
い
道
で
あ
る
、
寝
具
第
一
第
二
は
登
山
道
鞍
版
部
よ
b
噴
火
壁
上
部
会
廓
及
北
方
裏
磐
梯
を
望
hu
も
の
で
、
官
伺
異
第

一
中
左
に
高
か
く
笠
え
る
の
は
天
狗
岩
、
そ
の
右
に
淫
ら
な
る
も
の
は
前
述
小
磐
梯
の
西
一
部
と
し
て
残
っ
た
も
の
で
あ

b
、
第
二
は
東
側
上
壁
及
泥
岩
流
出
道
を
経
て
遠
く
松
原
湖
小
野
川
湖
を
望
む
も
の
で
、
右
化
笠
え
る
櫛
ケ
峰
の
右
方
は

直
ち
に
奮
噴
火
壁
と
な
b
、
沼
ノ
卒
に
績
い
℃
居
る
(
第
一
報
寝
異
三
、
四
参
照
)
然
か
も
之
の
峰
は
小
磐
梯
の
西
一
角
側

と
共
は
噴
火
壁
中
最
も
高
か
く
い
づ
れ
も
北
方
に
向
っ
て
徐
冷
低
く
、
な
っ
℃
居
る
、
櫛
ケ
峰
前
方
で
案
真
上
、
是
v
と
略

平
行
に
黒
色
を
な
し
た
部
分
は
櫛
ケ
峰
と
天
狗
岩
の
中
間
鞍
版
部
で
縁
の
蓬
か
北
方
に
入
b
込
ん
だ
部
分
で
之
は
壁
中
で

も
最
も
緩
や
か
な
傾
斜
帯
を
な
し
、
磐
梯
登
山
道
か
ら
噴
火
底
に
降
、
た
る
に
は
乙
の
東
側
を
遁
b
、
之
の
緩
や
か
な
傾
斜



帯
を
過
ぎ
更
に
前
述
の
噴
煙
下
の
岩
石
傾
熱
帯
を
降
、
だ
る
乙
と
に
な
っ
℃
居
る
が
。
そ
れ
で
も
な
か
/
¥
の
険
路
で
盤
中

幾
筋
も
の
浸
蝕
議
が
深
か
く
中
腹
を
・
4
A
b
(
官
何
回
兵
第
三
参
照
)
そ
の
問
、
遣
は
右
往
左
往
、
所
'
ヤ
石
磯
集
塊
し
J

し
居
る
の
で

噴
火
湯
に
達
す
る
に
は
普
通
四
十
分
位
か
L
る
、
た
ら
う
。
之
の
地
に
は
壁
中
登
降
し
得
る
場
所
は
殆

r
A
E見
付
か
ら
な
い

程
い
づ
れ
も
未
だ
断
崖
を
な
し
℃
居
る
、
然
し
前
述
の
様
に
壁
は
多
く
疎
霧
質
で
潟
異
で
も
額
づ
か
れ
る
様

ι至
る
所
に

崩
壊
浸
蝕
あ

b
。
潟
異
第
二
の
中
央
部
及
第
四
は
、
昨
年
六
月
二
十
六
日
の
大
崩
壊
後
命
之
な
績
け
つ
L
あ
る
状
態
を
一
不

し
で
居
る
し
、
答
爆
殺
の
幾
同
か
の
噴
出
又
は
異
成
分
の
堆
積
に
よ
っ
℃
出
来
た
で
あ
ら
う
、
幾
筋
か
の
屠
理
も
明
ら
か

に
一
不
当
れ
て
居
る
、
ー
然
し
乙
の
束
墜
を
更
M
L

北
に
進
ん
で
末
端
近
く
に
達
す
る
と
壁
の
中
部
は
頗
る
硬
質
で
乙
の
部
分
、
だ

け
は
直
接
外
気
に
鰯
れ
る
乙
と
な
く
凝
固
し
た
、
だ
ら
う
と
思
は
れ
る
溶
岩
質
帯
で
あ
る
。
従
て
乙
の
部
分
、
だ
け
は
風
化
浸

蝕
作
用
も
割
に
行
は
れ
ず
、
噴
火
皆
同
時
底
と
壁
と
の
堺
は
深
い
割
目
と
な
っ
て
存
在
し
た
と
の
乙
と
で
あ
る
が
、
今
も
命

そ
の
溝
を
か
な

b
深
か
く
と
い
弘
め
て
居
る
。

噴
口
底
及
泥
山
石
流
出
通
路
の
版
記
'

噴
火
底
及
泥
山
石
流
出
の
股
態
は
寝
異
第
三
、
四
、
五
で
一
不
芯
れ
そ
の
底
ど
見
ら
る
L
海
抜
一

ofA入
米
の
沼
以
南
の
一
一

帯
は
大
韓
庚
い
平
地
を
な
じ
て
居
る
が
、
沼
の
北
東
部
か
ら
走
し
る
丘
陵
は
南
方
に
伸
び
て
沼
の
東
部
化
遺

b
、
又
一
方

噴
火
湯
の
西
部
に
は
周
壁
近
く
か
ら
療
く
墓
地
あ
b
、
雨
者
接
近
し
て
底
を
将
ろ
く
二
卒
地
に
分
け
て
居
る
。
此
の
東
方

の
部
分
で
壁
逗
く
は
一
帯
広
崩
壊
岩
磯
で
埋
ま

b
-
北
側
の
丘
に
接
し
た
部
分
も
磯
帯
と
な
っ
て
居
る
、
が
、
内
部
一
・
帯
は

一一一一一一



一一一一一一一

幾
分
水
分
を
含
ん
だ
軟
か
い
砂
地
で
極
く
平
ら
な
卒
地
と
な
っ
て
居
る
(
潟
異
第
四
、
五
参
照
)
又
一
方
西
方
部
分
は
現
在

沼
と
な
っ
℃
居
る
も
の
で
相
官
の
庚
3
ど
占
め
、
水
は
・
赤
褐
色
の
濁
っ
た
も
の
で
沼
の
北
字
面
に
だ
け
水
を
と
ピ
め
℃
居

る
が
降
雨
の
寡
多
に
よ
っ
て
水
量
は
常
に
務
化
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
乙
の
水
の
淘
れ
て
・
あ
る
部
分
は
一
帯
化
砂
地
で
、

北
側
の
水
の
あ
る
部
分
は
泥
土
か
ら
成
b
、
水
源
は
主
に
噴
火
壁
の
南
東
部
か
ら
殺
じ
噴
火
湯
の
す
ぐ
北
側
を
通
る
小
川

で
前
述
雨
丘
の
問
を
北
西
に
折
れ
℃
沼
に
注
ぎ
、
常
に
は
大
し
た
水
量
も
な
い
が
脆
ろ
い
岩
石
砂
帯
を
返
る
た
め
運
搬
浸

蝕
作
用
等
内
部
愛
化
に
は
可
成
b
大
込
」
」
な
役
割
を
な
し
、
噴
火
湯
の
北
部
迄
大
小
の
磯
山
石
を
運
搬
堆
積
し
℃
居
る
し
、
豪

雨
の
時
等
乙
の
附
還
に
は
可
成

b
大
主
な
愛
化
を
奥
へ
る
模
様
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
噴
火
底
の
中
、
低
地
帯
は
ま
だ
杢
然
草
木
、
が
生
じ
て
居
な
い
(
寓
箕
第
四
、
五
)
之
は
多
く
砂
地
で
あ
る
た

め
も
あ
ら
う
、
が
、
之
の
附
還
に
は
ま
だ
多
量
の
硫
化
物
等
を
含
ん
だ
水
分
の
流
れ
込
む
た
め
で
も
あ
ら
う
と
思
ふ
。
然
し

幾
分
丘
と
な
る
部
分
に
は
所
々
雑
草
生
以
松
は
最
も
多
く
、
樹
齢
の
拾
五
年
位
に
達
し
て
居
る
の
も
あ
る
が
多
く
は
現
在

殺
生
し
つ
L
あ
る
小
芯
い
も
の
で
あ
る
。

支

ι此
庭
よ

b
北
、
泥
山
石
流
出
の
匿
域
は
頗
る
庚
汎
に
亙
る
た
め

i

之
の
股
態
を
詳
述
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
が
、
通

路
附
近
の
大
路
を
述
べ
る
と
火
口
近
く
の
北
方
で
は
稿
友
褐
色
を
帯
び
た
土
壌
に
大
小
の
岩
石
、
山
石
局
入
鋭
、
だ
れ
J
L
存
在

し
、
地
形
、
岩
石
共
突
克
た
る
形
に
遅
い
が
北
一
へ
降
だ
る
に
つ
れ
℃
共
に
幾
分
宛
な
め
ら
か
注
も
加
は

b
、
岩
石
は
硬
質

の
も
の
多
く
岩
舟
質
の
も
の
は
稀
に
な

b
、
土
壌
も
次
第
に
燦
気
を
帯
び
て
肥
沃
と
な

b
、
沼
の
新
在
す
る
附
近
(
地
図



参
照
)
か
ら
は
殆
ん
ど
泥
山
石
流
出
の
跡
と
も
見
え
ず
、
所
々
岩
石
の
露
出
し
℃
居
る
外
普
通
の
山
野
を
歩
む
に
異
ら
な

ぃ
、
然
し
支
に
槍
原
湖
岸
K
至
る
と
大
塊
の
岩
石
累
々
と
湖
岸
を
包
み
、
流
出
岩
石
の
乙
の
方
面
に
多
く
集
ま
っ
た
欣
態

を
な
し
て
居
る
が
、
恐
ら
く
土
砂
は
湖
水
に
洗
ひ
取
ら
れ
大
塊
の
岩
石
の
み
残
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
て
、
以
上
述

べ
た
槍
原
湖
迄
の
流
出
帯
も
決
し
て
坦
々
た
る
も
の
で
な
く
地
同
上
及
第
異
二
.
五
か
ら
も
額
づ
か
れ
る
様
に
山
あ
b
谷

あ

b
盆
地
あ
b
断
山
屋
あ

b
て
頗
る
務
化
に
富
ん
で
居
る
。

草
木
後
生
放
態
を
見
る
に
噴
火
口
近
か
く
で
は
、
前
述
の
様
化
至
っ
て
疎
ら
で
は
あ
る
が
北
方
に
降
、
た
る
に
つ
け
て
次

第
に
繋
げ
く
な
b
北
方
の
凹
地
で
は
葦
の
二
米
に
も
遣
し
見
透
し
の
付
か
な
い
所
な
ど
方
々

K
あ
る
。
然
し
そ
の
種
類
は

一
般
に
限
ら
れ
て
あ
る
ら
し
く
草
の
大
部
分
は
葦
で
そ
の
外
イ
タ
ド
リ
等
二
、
三
穫
の
も
の
著
し
く
濯
木
と
じ
℃
は
川
原

と
思
は
れ
る
し
、

ヲ
ツ
ギ
最
も
多
く
樹
木
で
は
松
.
柳
、
白
樺
、
榛
木
等
で
あ
る
が
中
、
松
は
そ
の
大
部
分
を
占
め
遠
望
で
は
全
く
の
松
林

い
づ
れ
も
湖
水
近
く
で
大
樹
と
な
っ
て
居
る
。
松
樹
齢
は
大
な
る
も
の
で
二
十
五
年
前
後
然
も
殺
生
蛍

時
最
も
早
か
っ
た
の
は
松
で
そ
の
後
所
今
川
原
ク
ツ
ギ
殺
生

L
つ
L
あ
っ
た
と
の
と
と
で
あ
る
か
ら
、
後
生
の
順
序
は
噴

火
後
二
十
年
前
後
を
経
℃
湖
透
K
著
し
く
松
を
生
じ
火
口
近
ぐ
へ
と
次
冷
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ら
う
し
、
そ
の
後
に
生
へ

た
他
の
草
木
も
大
臆
之
に
準
じ
た
も
の
ら
し
い
。

更
に
松
原
湖
よ
b
束
、
小
野
川
湖
附
還
に
至
る
道
筋
は
所
々
岩
石
を
見
る
外
普
通
の
山
野
に
異
ら
な
い
が
、
も
れ
ま
b

川
に
沿
ふ
道
筋
で
路
吾
妻
湖
を
来
に
望
む
方
面
迄
は
道
路
の
附
近
に
は
経
二
米
に
徐
る
大
岩
石
(
い
づ
れ
も
丸
味
を
帯

α

一一一一一一一一



二
三
四

た
硬
質
の
も
の
)
、
が
累
冷
と
一
帯
を
な
し
て
各
所
に
存
在
し
、
斯
く
も
大
塊
の
乙
の
方
面
迄
流
出
し
た
も
の
か
と
驚
か

3
れ
る
。
そ
れ
よ

b
川
上
温
泉
を
過
ぎ
長
坂
三
ツ
屋
方
面
迄
泥
土
流
出
の
道
筋
は
現
在
の
長
瀬
川
に
沿
ふ
℃
押
じ
込
ん
だ

ら
し
い
、
が
、
蛍
時
泥
土
の
押
し
寄
せ
て
川
の
向
ふ
岸
を
洗
っ
た
と
思
は
る
L
箇
所
は
未
、
だ
に
断
崖
と
な
っ
て
各
所
に
見
受

け
ら
れ
る
、
之
等
流
域
に
沿
ふ
た
流
出
帯
は
多
く
卒
地
を
な
し
、
今
で
は
大
部
分
稲
田
と
な
っ
て
居
る
、
が
)
そ
の
他
-
の
部

分
は
若
い
澗
葉
樹
殺
生
し
流
出
箇
所
と
他
の
部
分
と
で
は
樹
木
後
生
放
態
か
ら
、
命
は
っ
き

b
と
区
別
す
る
と
e

と
が
出
来

。
る噴

煙
及
温
泉
波
況

噴
煙
は
噴
火
秒
間
時
の
旺
盛
で
あ
っ
た
の
に
較
べ
て
念
激
な
減
少
で
わ
づ
か
に
潟
異
第
一
一
、
及
第
三
等
広
一
不
す
一
'
小
部
分

に
過
ぎ
な
い
、
寝
泊
兵
第
三
の
一
不
す
も
の
は
登
山
道
に
接
す
る
壁
の
中
腹
に
あ
る
、
だ
け
登
山
者
に
は
最
も
注
意
営
受
け
る
も

の
で
あ
る
、
が
・
更
に
噴
火
底
か
ら
接
近
し
て
見
る
と
見
か
け
上
よ

b
は
、
前
一
層
庚
ろ
く
そ
の
面
積
は
恐
ら
く
拾
坪
に
も

徐
る
で
あ
ら
う
し
、
噴
煙
の
強
3
も
よ

b
甚
、
だ
し
い
内
部
に
立
入
る
之
と
が
出
来
な
か
っ
た
、
が
、
湯
花
は
此
庭
か
ら
採
集

す
る
と
の
乙
と
で
あ
る
か
ら
‘
間
早
な
る
水
蒸
気
で
な
く
硫
化
物
そ
の
他
多
く
の
化
令
物
を
含
ん
だ
蒸
気
で
あ
ら
う
、
此
の

外
噴
火
湯
混
泉
近
く
に
も
噴
煙
の
所
二
、
三
あ
る
、
が
極
く
微
弱
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

今
一
箇
所
は
寝
異
第
二

O
に
一
不
す
様
に
周
壁
東
側
で
海
抜
一

O
八
八
米
の
沼
の
上
方
に
あ
る
、
此
慮
は
噴
煙
と
し
て
は

急

相
蛍
庚
範
囲
を
占
め
、
大
小
を
細
か
く
調
べ
る
と
そ
の
箇
所
は
五
、
六
十
に
も
蛍
つ
〈
居
る
、
そ
の
大
部
は
噴
煙
弱
い
た



め
遠
く
か
ら
は
望
ま
れ
な
い
が
、
{
局
異
に
見
乏
る
三
ケ
所
は
場
所
も
相
砂
田
・
庚
く
努
力
も
頗
る
強
い
、
中
、
北
方
に
あ
る
も

の
ほ
温
泉
湧
出
の
場
所
で
、
近
く
H

疋
を
松
原
湖
迄
管
で
導
、
ぴ
さ
溢
泉
場
設
置
の
珠
定
に
あ

b
.
岐
に
湧
出
口
は
工
事
も
出

来
し
た
由
で
あ
っ
た
、
が
時
間
の
関
係
上
賃
見
す
る
乙
と
を
得
な
か
っ
た
、
そ
の
南
方
二
ヶ
所
は
只
噴
煙
の
み
で
あ
る
、
が
、

そ
の
カ
は
物
凄
い
位
に
一
種
の
う
な
b
を
生
じ
‘
中
間
の
も
の
は
殊
に
甚
だ
し
く
噴
煙
面
積
も
長
当
上
下
に
約
一
八
米
幅

下
方
で
二
米
、
上
方
で
四
米
位
を
有
し
℃
居
る
、
そ
の
噴
煙
口
内
の
温
度
は
九
4
1

六
度
O
分
と
槻
測
し
た
。
(
測
温
方
法
二

百
皮
目
盛
b
の
高
度
寒
暖
計
十
}
用
ひ
温
度
の
念
援
を
防
一
ぐ
た
め
、
ガ
ー
ゼ
二
拾
枚
を
重
ね
て
水
銀
球
部
を
包
み
、
長
3
五

尺
位
の
棒
の
一
端
に
寒
暖
計
を
結
び
つ
け
噴
煙
口
内
に
十
分
以
上
捕
入
し
二
同
観
測
)
。
併
し
℃
此
虎
一
帯
の
噴
煙
は
殴

出
の
末
期
と
も
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
か
、
前
述
鞍
服
部
の
噴
煙
と
異
な

b
、
殆
ん
ど
硫
化
物
そ
の
他
の
化
合
物
も
含
ん
で

居
な
い
ら
し
く
臭
気
も
な
く
、
噴
出
口
附
涯
の
岩
石
に
も
大
し
℃
結
日
日
物
を
と
め
て
居
な
い
、
多
分
大
部
分
水
蒸
気
だ
け

で
あ
ら
う
、
以
上
の
外
に
は
底
内
に
も
叉
来
周
壁
に
も
噴
気
孔
は
見
蛍
ら
な
い
。

温
泉
は
噴
火
底

l
(地
国
及
潟
異
第
三
参
照
)

に
一
ケ
所
二
軒
の
温
泉
街
で
噴
火
湯
と
い
っ
て
居
る
、
湧
出
量
は
年
ん
、

殆
P
A
ど
援
化
な
く
、
寧
ろ
幾
分
増
加
の
傾
向
あ
b
と
の
乙
と
で
あ
b
、
温
泉
温
度
は
湧
出
口
二
ケ
所
で
九
十
四
度
五
分
及

九
十
五
皮
O
分
卒
均
九
十
四
度
八
分
で
あ
る
。

乙
の
外
西
周
壁
末
端
近
く
の
中
ノ
湯
(
地
固
参
照
)
は
湧
出
口
で
温
度
九
十
て
民
O
分
、
湧
出
量
は
幾
分
宛
減
少
の
傾

向
、
が
あ
る
由
、
街
そ
の
東
方
で
噴
火
壁
迩
く
に
も
上
ノ
湯
温
泉
が
あ
っ
た
由
で
あ
る
、
が
、
噴
火
壁
崩
壊
の
た
め
拾
数
年
既

二
三
五
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に
湧
出
も
と
ま
っ
た
由
で
あ
る
。
又
東
周
壁
を
北
東
に
延
長
し
た
地
駄
に
も
川
上
温
泉
が
あ
る

(
地
問
参
照
)
。
之
は
遠
く

鎌
倉
時
代
開
湯
し
た
由
で
あ
る
が
、
そ
の
後
閉
鎖
の
ま
L
と
な

b
、
明
治
廿
一
年
噴
火
に
際
し
て
叉
湧
出
し
ゅ
四
時
よ

b
数

年
間
は
温
度
も
頗
る
高
か
か
っ
た
由
で
あ
っ
た
、
が
、
そ
の
後
は
次
第
に
低
温
と
な

b
、
八
月
八
日
現
夜
で
漸
ゃ
く
三
十
一

度
六
分
火
力
を
以
℃
入
浴
す
る
有
様
で
あ
る
。

倫
川
上
温
泉
主
及
狩
胤
仰
を
副
業
と
す
る
人
に
就
い
℃
、
噴
火
砕
回
時
の
股
況
を
聴
く
に
噴
火
官
時
先
づ
現
在
の
噴
火
壁
と

な
る
部
分
は
大
一
音
響
と
夫
に
大
言
な
割
目
を
生
じ
.
猛
烈
な
る
勢
で
噴
煙
し
っ
、
数
皮
に
一
旦
っ
て
大
一
音
響
と
共
に
地
震
あ

b
、
見
る
/
¥
現
在
噴
火
底
と
な
る
部
分
の
山
塊
は
砂
山
の
崩
れ
る
様
に
な
だ
れ
を
打
っ
て
流
出
し
た
由
で
あ
る
が
、
同

時
に
危
険
を
知
b
約
四
町
の
道
を
逃
げ
の
び
る
中
早
く
も
泥
流
に
襲
れ
た
と
の
事
で
あ
る
、
従
℃
噴
火
口
地
姑
か
ら
川
上

一
寸
我
々
の
想
像
し
符
ね
怪
速
力
と
な
る
、

温
泉
迄
を
約
二
十
五
町
と
見
れ
ば
人
間
走
速
の
約
六
倍
強
の
遠
山
d

で
あ
b
、

A
V

回
一
時
乙
の
流
出
区
域
の
多
く
に
は
亭
々
と
伸
び
た
棒
、
朴
ノ
木
、

ト
グ
、
栓
の
木
等
老
樹
欝
蒼
と
茂

b
特
に
棒
は
最
も
多

か
っ
た
と
の
事
で
あ
る
が
一
瞬
に
し
て
荒
野
と
な

b
、
附
近
只
一
本
の
立
木
を
見
だ
と
の
事
で
あ
る
ο

従
て
乙
の
康
範
固

に
亙

b
、
殆
ん
ど
例
外
な
く
泥
土
に
見
舞
は
れ
た
と
弓
一
口
ひ
得
る
し
、
山
町
田
時
之
の
方
面
に
は
多
く
の
鳥
獣
棲
息
し
、
殊
に
野

兎
に
る
い
℃
甚
だ
し
か
っ
た
と
の
乙
と
で
あ
る
、
が
、
噴
火
前
二
、
三
日
会
く
姿
を
治
し
た
と
の
之
と
で
あ
る
。
従
て
是
か

ら
免
る
と
そ
の
頃
早
く
て
地
獲
の
兆
伎
の
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。


